
北陸地方非常通信協議会 第６２回総会及び表彰式を開催
－平成２５年度事業計画を決定（総会） 協議会活動に貢献のあった２団体を表彰（表彰式）－

平成25年6月19日（水）金沢市内において、北陸地方非常通信協議会第62回総会を開催
しました。また、この1年間に災害時の情報伝達の確保に貢献のあった2団体を会長から
表彰しました。（※受賞者の都合により、会場での賞状授与は１団体）

冒頭、会長の北陸総合通信局長 齊藤一雅から、平成２４年度の北陸地方非常通信協議
会の活動結果として、中央非常通信協議会が提案している非常通信ルートの見直し等活動
強化の課題を重点的に進めてきたこと、北陸地方非常通信協議会の独自の活動も織り交
ぜて実施したことにより、災害時への備えとして一定の成果を作りあげて来ていることと、今
後の活動として、こうした活動が災害時に真価を発揮するためにも、災害時の非常通信の
確保に向けて平時からの訓練の強化を進めて行くことが重要であることが述べられました。

≪平成２４年度北陸非常通信協議会の取り組み項目抜粋≫

総会では、株式会社ＮＴＴドコモ 北陸支社 ネットワーク部 災害対策室長 堀川敬一
氏を議長に選出し、平成24年度の活動報告と平成25年度の事業計画及び役員が満場一致
で承認されました。

総会に引き続き、平成24年度の1年間に、非常災害時の情報伝達の確保に多大な功績を
挙げられた2団体に対して、北陸地方非常通信協議会会長から表彰状を授与し、日頃の活
動に敬意と感謝を表しました。
今年度表彰された方々とその事績は別紙のとおりです。

●各市町村（役場）と各県庁の間の非常通信ルートの見直し、現行化（全市町村）
●全国非常通信訓練（富山、石川、福井の各県内で各２ルートを設定、計６ルート）
●各市町村（役場）と市町村内の支所の間の非常通信ルート（新規策定：約４割の市町分、
北陸非常通信協議会独自活動）
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別紙

平成25年度 北陸地方非常通信協議会 会長表彰者 一覧

表彰された団体 事 績 の 概 要

津 幡 町
防災・災害情報を町民に伝達するため、デジタル防災行政無線による町

内の移動系ネットワークを構築し、地域住民への災害時における情報伝
達・通信の確保に多大なる貢献をした功績

氷 見 市
防災・災害情報を市民に伝達する防災行政無線のデジタル化を推進す

るため、デジタルＭＣＡ通信システムを用いた、同報系及び移動系ネット
ワークを構築し、災害時における通信の確保に多大なる貢献をした功績

（順不同 継承略）


